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酸素同位体ステージとは？

　上の図は 100 万年分の海底コアのδ 18O

のデータです。これを見ると無数の山と谷

があり、「15 万年くらい前の寒い時期」と

か、「78 万年くらい前の暖かい時期」など

といっても、どこのことを話題にしている

のかわかりにくいですね。しかも、別の海

底コアのデータを使っていると、年代やδ
18O の値が一致しないこともあります。そ

こで暖かい間氷期に奇数番号を、寒い氷期

に偶数番号を振ることにしました。

次のルールに則って、あなたも上のグラ

フに番号を振ってみてください。

δ 18O の値が大きく変化している幅のなか

で真ん中を境として、温暖期に新しい方か

ら奇数番号、寒冷期に偶数番号を振る。

あなたはどんな区分をしたでしょう。裏

面のものと照らし合わせてみましょう。
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　氷
ひょうが

河時代と聞くとギュンツ、ミ

ンデル、リス、ウルムと連想する

方が多いかもしれません。せっか

く覚えたのに、今はもうほとんど

使われていません。

氷河時代の研究は、19 世紀半

ばにスイスを中心とするヨーロッ

パで始まりました。19 世紀の終

わりには北アメリカで、古い方か

らネブラスカ、カンザス、イリノ

イ、ウィスコンシンの４つの氷期

が区分されました。20 世紀初頭

にはヨーロッパでも上記の氷期が

区分されました。その頃までの研

究は、主に氷河性堆積物の研究に

よっていましたが、20 世紀も後

半にはいると、深海底堆積物や氷

床のボーリングコアを使って、格

段に詳しい情報が得られるように

なりました。

　最初に述べたように、海底コア

のδ 18O のデータをみると無数の

下の図には参考に古典的な氷期の名称を入れてみましたが、MISとの対応ははっきりしません。

温暖期の中にもち
ょっと寒い時期が
あり、寒冷期の中
にもちょっと暖か
い時期がありまし
た。おもてのグラ
フでは細かいギザ
ギザで表されてい
ます。このような
時期にも小数点以
下の番号またはア
ルファベットの小
文字を使って固有
の名前を付けて区
別されています。
それがワークテキ
スト６にあるよう
な「5e」 と い っ
た表し方で「5.5」
と表すこともあ
ります。5.1（＝
5a）は温暖期の暖
かい時期、5.2（＝
5b）は温暖期の
寒い時期、6.1（＝
6a）は寒冷期の
中の暖かい時期、
6.2（＝ 6b）は寒
冷期の寒い時期と
いう具合です。

山と谷があり、研究者同士でも、

どこのことを話題にしているのか

わからなくて不便が生じます。そ

こで間氷期に奇数番号を、氷期に

偶数番号を振ることにしました。

このように区分された時代を海洋

酸素同位体ステージ（MIS: Marine 

Isotope Stage）と呼んでいます。

ステージの境界は氷期から間氷期

へ、間氷期から氷期へδ 18O の値

が大きく変化する中間点としてい

ます。さらに小さな頂点にはステ

ージ番号の後に小数点以下の数ま

たはアルファベットの小文字をつ

けています。MIS は現在に近い方

から 260 万年前の鮮
せんしんせい

新世中期ま

で 100 以上の番号が付けられて

います。
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